
重点番号48_原体を製造・輸入する毒物劇物製造業・輸入業 
登録等事務の国から都道府県への権限移譲（栃木県）
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平
成
29
年
地
⽅
分
権
改
⾰
に
関
す
る
提
案
募
集

平
成
29
年
7⽉

18
⽇

岩
⼿
県
奥
州
市

児
童
扶
養
⼿
当
受
給
者
が
公
的
年
⾦
給
付
⾦

を
遡
及
受
給
し
た
際
の
事
務
負
担
の
軽
減

焼
石

連
峰

か
ら

望
む

胆
沢

平
野

1

150

重点番号９：児童扶養手当に関係する事務の見直し（奥州市）



児
童
扶
養
⼿
当
の
概
要

ひ
と
り
親
の
ご
家
庭
は
、
⼦
育
て
と
⽣
計
を
１
⼈
で
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
⽣
活
上
の

様
々
な
困
難
を
抱
え
、
経
済
的
に
も
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
児
童
の
健
や
か
な
⼼
⾝
の
成
⻑
の
寄
与
を
趣
旨
と
し
て
、
ひ
と
り
親
に
対
し

以
下
の
児
童
扶
養
⼿
当
が
⽀
給
さ
れ
ま
す
。

１
児
童
扶
養
⼿
当
と
は

⽀
給
対
象

①
⽗
⺟
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
⽗
(⺟
)が
死
亡
し
た
児
童

③
⽗
(⺟
)が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

④
⺟
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童

な
ど
・
・
・

⼿
当
⽉
額

①
⼦
ど
も
が
１
⼈
の
場
合

【
全
部
⽀
給
】
42
,2
90
円

【
⼀
部
⽀
給
】
42
,2
80
〜
9,
98
0円

*
②
⼦
ど
も
２
⼈
⽬
の
加
算
額

【
全
部
⽀
給
】
9,
99
0円

【
⼀
部
⽀
給
】
9,
98
0〜

5,
00
0円

*
③
⼦
ど
も
３
⼈
⽬
以
降
の
加
算
額
(１
⼈
に
つ
き
)

【
全
部
⽀
給
】
5,
99
0円

【
⼀
部
⽀
給
】
5,
98
0〜

3,
00
0円

*
*
所
得
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
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児
童
扶
養
⼿
当
の
概
要

児
童
扶
養
⼿
当
の
⽀
給
要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合
、
⼿
当
受
給
者
は
⾃
ら
が

直
ち
に
資
格
喪
失
の
⼿
続
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
喪
失
事
由
が
発
⽣
し
た
⽇
の
属
す
る
⽉
ま
で
⽀
給
が
な
さ
れ
、
そ
の
翌
⽉
以
降
分

と
し
て
⽀
払
わ
れ
た
⼿
当
は
不
正
受
給
と
な
り
、
返
還
⾦
が
発
⽣
し
ま
す
。

２
⼿
当
返
還
が
発
⽣
す
る
事
由

主
な
返
還
事
由

①
⺟
等
が
婚
姻
し
た
と
き
（
事
実
婚
を
含
む
。
）

②
児
童
福
祉
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
等
に
児
童
が
⼊
所
し
、
⺟
等
に
看
護
さ
れ

な
く
な
っ
た
と
き

③
児
童
扶
養
⼿
当
が
⽀
給
さ
れ
て
い
る
住
所
か
ら
の
転
出

④
公
的
年
⾦
を
受
給
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

※
公
的
年
⾦
を
受
給
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
と
は
・
・
・

児
童
扶
養
⼿
当
受
給
者
が
公
的
年
⾦
給
付
を
受
給
し
、
公
的
年
⾦
給
付
額
が
児
童
扶
養
⼿
当
額

を
上
回
っ
た
場
合
、
児
童
扶
養
⼿
当
と
公
的
年
⾦
給
付
の
重
複
期
間
は
、
遡
っ
て
⼿
当
を
返
還
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

分

3
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児
童
扶
養
⼿
当
の
返
還
に
係
る
⽀
障
事
例

３
公
的
年
⾦
受
給
で
の
⼿
当
返
還
者
発
⽣
事
由

Ca
se
１

定
期
的
な
児
童
扶
養
⼿
当
受
給
者
へ
の
聴
き
取
り
、
年
⾦
関
係
機
関
へ
の
照
会
等
に
よ
り
児
童
扶
養

⼿
当
返
還
額
の
未
納
の
防
⽌
に
努
め
て
い
る
が
・
・
・

【
返
還
者
発
⽣
事
由

そ
の
１
】

①
⼿
当
受
給
者
数
は
1,
21
3⼈

(平
成
29
年
６
⽉
末
現
在
)と
多
く
、
随
時
調
査
が
で
き
な
い
。

②
せ
っ
か
く
事
前
に
受
給
者
か
ら
年
⾦
受
給
の
予
定
を
聞
き
取
り
で
き
て
も
、
年
⾦
の
請
求
か
ら

認
定
ま
で
約
３
箇
⽉
程
度
を
要
し
、
そ
の
間
に
⼿
当
の
⽀
給
が
発
⽣
す
る
場
合
も
あ
る
。

Ca
se
２

障
害
年
⾦
に
⾄
っ
て
は
、
障
害
認
定
⽇
に
よ
っ
て
は
時
効
で
消
滅
し
て
い
な
い
５
年
間
を
遡
っ
て
年

⾦
を
受
給
で
き
る
こ
と
も
あ
る
・
・
・

【
返
還
者
発
⽣
事
由

そ
の
２
】

精
神
疾
患
者
数
は
全
国
的
に
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
障
害
年
⾦
の
受
給
者
数
も
平

成
15
年
度
か
ら
の
10
年
間
で
+
28
万
⼈
（
+
16
.5
％
）
と
増
加
の
⼀
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

4
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児
童
扶
養
⼿
当
の
返
還
に
係
る
⽀
障
事
例

平
成
20
年
度
以
降
に
お
け
る
公
的
年
⾦
受
給
に
よ
る
児
童
扶
養
⼿
当
の
返
還
対
象
者
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。
20
0万

円
以
上
の
⾼
額
返
納
と
な
っ
た
⽅
が
２
⼈
も
発
⽣
し
た
。

【
単
位
：
円
】

４
⼿
当
返
還
者
の
発
⽣
状
況

年
度

対
象
者

年
⾦
種
類

返
納
総
額

未
返
納
額

返
納
に
⾄
った
経
緯

H2
0

養
育
者

⽼
齢
年
⾦

65
5,
59
0

0
本
⼈
（
養
育
して
い
る
祖
⽗
）
申
し出

に
よ
り⽼

齢
年
⾦
受
給
が
判
明
して
返
納

H2
1

⺟
障
害
年
⾦

32
8,
23
0

0
本
⼈
申
し出

に
よ
り障

害
年
⾦
受
給
が
判
明
して
返
納

H2
1

⺟
遺
族
年
⾦

2,
43
1,
36
0

2,
17
9,
36
0
現
況
届
時
に
遺
族
年
⾦
受
給
（
⼦
の
加
算
）
が
判
明

H2
1

養
育
者

⽼
齢
年
⾦

21
9,
96
0

15
9,
76
0
現
況
届
時
に
厚
⽣
年
⾦
受
給
が
判
明
して
返
納

H2
2

⺟
障
害
年
⾦

60
7,
36
0

56
5,
36
0
市
が
障
害
年
⾦
の
遡
及
受
給
確
認
も
消
滅
の
届
出
が
な
く返
納
。⾦

額
は
本
市
分
の
み
で
、他

に
別
の
市
分
約
37
万
円
あ
り。

H2
3

⺟
障
害
年
⾦

1,
17
9,
92
0

0
本
⼈
申
し出

に
よ
り障

害
年
⾦
の
遡
及
受
給
決
定
が
判
明
して
返
納

H2
3

⽗
⽼
齢
年
⾦

29
7,
30
0

23
2,
30
0
市
が
60
歳
到
達
に
よ
る
厚
⽣
年
⾦
受
給
権
発
⽣
を
確
認
して
返
納

H2
5

⺟
障
害
年
⾦

2,
65
0,
98
0

0
本
⼈
申
し出

に
よ
り障

害
年
⾦
の
遡
及
受
給
決
定
が
判
明
して
返
納

H2
6

⺟
障
害
年
⾦

46
,0
20

0
市
が
障
害
年
⾦
受
給
を
確
認
して
返
納
。確

認
後
届
出
提
出
ま
で
⽀
給
停
⽌
。

H2
7

⽗
障
害
年
⾦

13
2,
84
0

0
市
が
障
害
年
⾦
受
給
を
確
認
して
返
納
。確

認
後
届
出
提
出
ま
で
⽀
給
停
⽌
。

H2
7

⺟
障
害
年
⾦

94
,0
00

0
市
が
障
害
年
⾦
の
遡
及
受
給
を
確
認
して
返
納

H2
7

⺟
障
害
年
⾦

12
6,
00
0

12
6,
00
0
市
が
障
害
年
⾦
の
遡
及
受
給
を
確
認

H2
8

⺟
障
害
年
⾦

47
,0
00

0
現
況
届
時
に
障
害
年
⾦
の
遡
及
受
給
が
判
明
して
返
納

H2
8

⺟
⽼
齢
年
⾦

52
,7
00

0
本
⼈
申
し出

に
よ
り⽼

齢
年
⾦
の
遡
及
資
格
取
得
が
判
明
して
返
納

H2
8

⺟
障
害
年
⾦

84
,6
60

0
市
が
障
害
年
⾦
受
給
を
確
認
して
返
納

計
8,
76
9,
56
0

3,
26
2,
78
0

5
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児
童
扶
養
⼿
当
の
返
還
に
係
る
⽀
障
事
例

５
公
的
年
⾦
受
給
の
把
握
か
ら
⼿
当
返
還
ま
で
の
事
務
フ
ロ
ー

本
⼈
聴
取

①
現
況
届
で
全
受
給
者

か
ら
聴
取

②
年
齢
で
予
測
で
き
る

受
給
者
か
ら
聴
取

③
本
⼈
申
出

⽇
本
年
⾦
機
構

へ
の
照
会

本
⼈
へ
の

再
確
認

年
⾦
受
給
に

よ
る
届
出

資
格
喪
失
⼜
は
公

的
年
⾦
給
付
等
受

給
届 返
還
額
の
確
定

返
納
通
知
書
及
び

納
付
書
送
付

未
納
の
場
合
１

督
促
電
話

未
納
の
場
合
２

督
促
状
送
付

未
納
の
場
合
３

返
済
⽅
法
の
指

導 未
納
の
場
合
４

履
⾏
延
期
申
請
書
の

送
付
・
提
出

未
納
の
場
合
５

納
付
完
納

6
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児
童
扶
養
⼿
当
の
返
還
に
係
る
⽀
障
事
例

６
現
場
で
発
⽣
す
る
様
々
な
負
担

児
童
扶
養
⼿
当
の
受
給
者
は

年
⾦
を
遡
及
し
て
受
給
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
返
納
額
も
多
額
に
な
る
・
・
・

【
発
⽣
す
る
負
担

そ
の
１
】

①
⼿
当
の
受
給
者
は
元
々
経
済
的
に
厳
し
い
環
境
に
あ
り
、
⼀
度
⼿
元
に
⼊
っ
た
年
⾦
は
既
に
消

費
に
回
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
⼀
部
で
は
浪
費
等
も
加
わ
る
た
め
返
還
が
困
難
で
あ
る
。

②
特
に
も
精
神
疾
患
者
が
受
給
者
の
場
合
、
返
納
等
の
⼿
続
き
そ
の
も
の
が
⼼
理
的
負
担
と
な
る

こ
と
が
多
く
、
徴
収
担
当
者
と
の
応
対
に
⼼
を
閉
ざ
し
、
滞
納
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

市
の
担
当
者
は

年
⾦
の
⽀
給
確
認
が
煩
雑
な
う
え
に
、
徴
収
事
務
が
発
⽣
し
て
し
ま
う
・
・
・

【
発
⽣
す
る
負
担

そ
の
２
】

①
定
期
的
に
関
係
機
関
へ
の
照
会
が
必
要
で
あ
り
、
業
務
上
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

②
滞
納
処
理
に
つ
い
て
は
複
数
年
に
わ
た
る
処
理
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
負
担
が
⻑
く
続
く
。

市
の
財
政
は

児
童
扶
養
⼿
当
の
事
業
は
、
そ
の
財
源
が
国
費
1/
3、

市
費
2/
3と

な
っ
て
い
る
・
・
・

【
発
⽣
す
る
負
担

そ
の
３
】

受
給
者
か
ら
の
返
納
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
国
庫
負
担
⾦
分
は
翌
年
度
に
清
算
さ
れ
る

た
め
、
不
納
⽋
損
と
な
っ
た
場
合
の
財
政
上
の
負
担
が
⼤
き
い
。

7
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児
童
扶
養
⼿
当
の
返
還
に
係
る
負
担
を
軽
減
す
る
に
は

７
問
題
の
解
決
策

児
童
扶
養
⼿
当
の
受
給
者
は

⼀
度
受
給
し
た
年
⾦
か
ら
⼿
当
の
返
納
を
し
た
く
な
い
・
・
・

【
問
題
解
決
策

そ
の
１
】

①
公
的
年
⾦
の
遡
及
受
給
権
と
児
童
扶
養
⼿
当
返
還
債
権
を
清
算
す
る
こ
と
に
よ
り
、
併
給
の
調
整
が
な
さ
れ
、

⼿
元
に
⼊
る
受
給
額
も
こ
れ
ま
で
の
受
給
額
よ
り
下
回
る
こ
と
は
な
い
。

②
精
神
疾
患
者
が
受
給
者
の
場
合
、
返
還
の
発
⽣
に
伴
う
⼼
理
的
負
担
か
ら
解
放
さ
れ
る
。

市
の
担
当
者
は

年
⾦
の
⽀
給
確
認
と
徴
収
事
務
の
負
担
を
な
く
し
た
い
・
・
・

【
問
題
解
決
策

そ
の
２
】

①
公
的
年
⾦
機
関
に
お
い
て
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
公
的
年

⾦
申
請
者
に
つ
い
て
の
児
童
扶
養
当
受
給
権
の
確
認
、
及
び
市
の
担
当
者
へ

の
情
報
提
供

②
該
当
受
給
者
に
つ
い
て
、
市
の
担
当
者
か
ら
公
的
年
⾦
機
関
へ
の
精

算
依
頼
※
上
記
２
点
が
可
能
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
公
的
年
⾦
と
の
併
給

に
よ
る
⼿
当
の
返
還
は
不
要
と
な
り
、
徴
収
事
務
も
発
⽣
し
な
い
。

市
の
財
政
は

⼿
当
の
不
納
⽋
損
に
よ
る
財
政
負
担
を
な
く
し
た
い
・
・
・

【
問
題
解
決
策

そ
の
３
】

公
的
年
⾦
と
の
清
算
に
よ
り
、
市
の
財
政
負
担
は
発
⽣
し
な
い
。

8

157



児
童
扶
養
⼿
当
の
返
還
に
係
る
負
担
を
軽
減
す
る
に
は

８
公
的
年
⾦
遡
及
受
給
権
と
児
童
扶
養
⼿
当
返
還
債
権
を
清
算
す
る
場
合
の
事
務
フ
ロ
ー

⼿
当
受
給
者

公
的
年
⾦
機
関

市
児
童
扶
養
⼿
当
担
当

公
的
年
⾦
の
申
請

情
報
ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
ｼｽ
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に
よ

る
⼿
当
受
給
権
の
確
認

公
的
年
⾦
申
請
の

情
報
提
供

⼿
当
資
格
喪
失
⼜
は

公
的
年
⾦
給
付
等

受
給
届
の
提
出

公
的
年
⾦
受
給
に
係
る

⼿
当
受
給
者
へ
の
⼿
続

き
催
促

公
的
年
⾦
機
関
へ
の

⼿
当
清
算
依
頼

公
的
年
⾦
と
⼿
当

と
の
清
算
⼿
続

公
的
年
⾦
の
⼿
当

と
の
差
額
受
給

情
報
ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
ｼｽ
ﾃﾑ
へ
の

⼿
当
受
給
情
報
の
登
録
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